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エスアールジータカミヤ株式会社との業務協力協定の締結に関するお知らせ 
 
 

当社とエスアールジータカミヤ株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：髙宮一雅、東

証第一部、証券コード2445、以下「ＳＲＧタカミヤ」といいます。）は、ベビーリーフ14毛作を可

能とする新型ビニールハウスの開発及び販売に関する業務協力協定を締結しましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．提携の目的及び内容 

 野菜市場はすでに我が国の基幹作物である稲作を上回る 2.2 兆円＊の市場規模となっておりま

すが、一方で土耕栽培が主流のレタス・ほうれん草などの葉野菜は、トマトやイチゴなどの高付

加価値農産物と比してハウスの近代化が遅れております。 

 当社は、ベビーリーフ事業に参入して以来、耕作放棄地を大規模に活用し、徹底した土壌分析、

水管理、温湿度管理といった栽培ノウハウの蓄積により、アジア・モンスーン気候においては困

難とされるベビーリーフの周年安定供給を目指してまいりました。 

 一方、建設用仮設機材の販売・レンタル大手であるＳＲＧタカミヤは、100％子会社である

ホリー株式会社が長年の建設用足場生産で培った金属加工技術により、農業用ハウス分野へ

進出することになりました。 

 このたび、当社のベビーリーフ栽培技術（ソフト）とＳＲＧタカミヤグループの金属加工

技術（ハード）を融合させることにより、両社は、①低コスト、②環境制御、③効率化、④

省人化を実現した、業界初となるベビーリーフ 14 回転（14 毛作）を可能とする新型ビニー

ルハウス「高瀬式 14回転ハウス」の開発に着手することになりました。今後、当社グループ

の生産力向上はもとより、当施設の外部への販売も積極的に展開し、ハードとソフトの両面

で、両社の協業を通じた相乗効果を高めてまいりたいと考えております。 

＊農林水産省「平成 26 年農業総産出額及び生産農業所得（全国）」より 

 

２．「高瀬式 14 回転ハウス」の概要 

 自動灌水・自動換気による環境制御、独自の耐風圧設計が特徴です。すでに熊本県菊池郡菊陽

町にて 14 棟（6,956 ㎡）が本格稼働しており、当社の一般的なビニールハウスに比べて、25％以
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上の収量向上効果を実証しております。また、2015 年８月 25 日に 16 年ぶりに熊本県を直撃した

台風 15 号の際には、風速 40 メートルの強風により近隣ハウスで倒壊等の被害が出るなか、本ハ

ウスは無傷で出荷を継続し、屋外栽培の最大のリスクである台風に対しても効果を実証しており

ます。今後、当社の主力ハウスと位置づけ、当社グループでも今後３年間で 100 棟（５ヘクター

ル）の建設・建替えを進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．提携の相手先の概要 

（１） 名 称 エスアールジータカミヤ株式会社 

（２） 所 在 地 大阪市北区大深町３番１号
 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 髙宮一雅 

（４） 事 業 内 容 建設用仮設機材の販売及びレンタル、仮設工事の計画、設計 

（５） 資 本 金 704,440 千円 

（６） 設 立 年 月 日 1969 年６月 21日 
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（ご参考）当社について 

2005 年設立の農業ベンチャー企業である当社は、「健康のある場所。果実堂」を経営理念とし

て、予防医学の観点から 2008 年に熊本県内でベビーリーフ（野菜の幼葉の総称）の大規模自社

栽培に着手しました。現在、ハウス内土耕栽培で年間最大 10 回転（10 期作）の栽培に成功し、

栽培面積 56.5ha、ハウス棟数 600 棟、年間生産量 550 トンの国内最大のベビーリーフ生産会社と

なっております。当社は自社内に研究所を有し、全ての栽培データをＩＴを駆使して網羅的に管

理するとともに、土壌、水分、温度、微生物等の至適条件に基づくサイエンス農業を実践してお

ります。 

なお、当社はアグリベンチャー企業として、2016 年度の株式公開を目指しております。 

 

社名  株式会社果実堂 

事業内容  ・大規模ベビーリーフの生産，販売 

 ・機能性発芽食品の開発，製造，販売 

設立  2005 年４月６日 

本社所在地  熊本県上益城郡益城町田原 1155-5 熊本テクノリサーチパーク内 

資本金等  資本金 97,397,500 円 資本準備金 52,397,500 円 

主な株主  創業者（資産管理会社を含む）  8,113 株［42.0％］ 

 三井物産㈱         2,728 株［14.1％］ 

 カゴメ㈱          2,000 株［10.3％］ 

 トヨタ自動車㈱         700 株［ 3.6％］ 

 ㈱鹿児島銀行          527 株［ 2.7％］ 

 ㈱北九州銀行          500 株［ 2.6％］ 

 エア・ウォーター㈱       367 株［ 1.9％］ 

 矢崎総業㈱           360 株［ 1.9％］ 

 ㈱富士通九州システムズ     300 株［ 1.6％］ 

 ㈱ミクニ            300 株［ 1.6％］ 

役員・顧問  代表取締役社長 井出 剛 （創業者） 

 相談役・特別顧問 井出 博之（薬学博士） 

 取締役     河野 淳子（業務推進本部長） 

 取締役     高瀬 貴文（栽培管理本部長） 

 社外取締役   藤井 啓吾（カゴメ㈱ 執行役員 農事業本部長） 

 社外取締役   西川 英行（三井物産㈱ 食品事業本部 事業開発部 部長補佐） 

 社外取締役   愛川 義政（㈱富士通九州システムズ 取締役兼執行役員常務） 

従業員数  150 名（パート社員含む） 

年間生産量  550 トン（2015 年度見込） 

 

以 上 


